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 「オオサンショウウオ」は国の特別天然記念物としても有名

で、体長は最大約１mになります。カエルと同じ両生類の仲

間で、一生の間、渓流で魚など水生生物を食べて暮らします。

夜行性で、昼間は川岸の横穴などに潜んでいるので、野生の

姿を見た人は少ないことでしょう。 

　このオオサンショウウオ、実際に個体数が少なく、棲んで

いる場所も限られます。滋賀県では最も絶滅が心配される『絶

滅危惧種』(滋賀県・2006年)です。 

　実は、甲賀市内には県内で限られた大切な生息地があります。

信楽町の大戸川上流域では繁殖が確認され、甲南町の方によ

ると杉谷川上流域では複数の記録があるそうです。しかし、

甲南町では近年の記録が無く、絶滅が心配されます。 

　オオサンショウウオが棲んでいることは、川の自然が本当

に豊かな証拠です。大きなサンショウウオが生きるには、多

くの小魚やサワガニなどがすむ環境が必要だからです。 

　こうした生き物の多い川は険しい山奥よりも、身近な里地

に多くあり、人間の生活と深く関係します。川の自然が失わ

れると、人間も川の恵みを受け取れなくなるのです。 

甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は甲南町文化協会から お寄せいただきました。 
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